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南渡島圏域地域推進方針 新旧対照表（基本的事項）（素案） 

新 旧（Ｈ３０年度） 備   考 

第１ 基本的事項 

  １ 作成の趣旨 

   ○ 平成20年３月及び平成30年３月に策定した北海道医療計画（以下、「道計画」という。）

においては、計画の中核をなす疾病・事業それぞれの医療連携体制の構築とその推進につ

いて、地域単位で保健所が市町村、医療機関、関係団体、道民等とともに取組む必要があ

ることから、道計画の策定に合わせ、第二次医療圏の中心となる保健所において、地域の

実情に応じた医療連携体制を構築し、円滑に推進するための方針として、圏域ごとに「地

域推進方針」を作成し、また、道計画を平成25年３月、令和３年３月に一部改訂したこと

により、地域推進方針についても、それぞれ平成25年度及び令和３年度に見直しを行って

います。 

   ○ 現行の地域推進方針の期間は、道計画と同様におおむね６年間としていることから、令

和６年度を始期とする新たな北海道医療計画の策定と合わせ、第二次医療圏ごとに設置し

ている保健医療福祉圏域連携推進会議において、現行の地域推進方針における目標の達成

状況や施策の進捗状況の評価などを行い、５疾病・６事業及び在宅医療それぞれに係る医

療連携体制を構築し、円滑な推進を図るため、南渡島圏域における新たな地域推進方針を

作成することとしました。 

 

  ２ 地域推進方針の名称 

     第二次医療圏の名称を冠し、「北海道医療計画［南渡島地域推進方針］」とします。 

 

  ３ 地域推進方針の期間 

     北海道医療計画の期間に合わせ、令和11年度までの６年間とします。 

     【令和６年度～11年度までの６年間】 

     ただし、道計画は、在宅医療その他必要な事項については、３年ごとに調査、分析及び

評価などを行い、必要がある場合は計画を変更するものとしていますので、地域推進方針

についても同様の取扱いとします。 

 

 

  ４ 地域の概況 

  （１）地勢と交通 

    ア 地 勢 

     ○ 南渡島圏域は、北海道の最南端に位置し、総面積は2,670km2で、北海道の約3.1％を

占めており、神奈川県（2,416km2）や佐賀県（2,439km2）と同等の面積を有しています。 

     ○ 地形は、渡島半島の西部に連立する山並みが南下して途中東西に分かれ、一方は東

走して恵山に至り、他方は南西に延びて北海道最南端の白神岬に達しています。 

また、中間に横津岳・駒ヶ岳及び大千軒岳が連なっており、函館湾を中心に扇状に広

がって半島の東部は山地が海岸まで迫っています。 

     ○ 気候は、北海道の中では全般的に寒暖の差は少なく、温暖な気候であり、積雪量も

比較的少ない地域ですが、夏期の降雨量は比較的多くなっています。 

 

    イ 交 通 

    （ア）空 路 

        令和６年３月現在、函館空港では道内３路線・道外３路線が就航し、国内幹線空

港として重要な役割を果たしています。利用客数は新型コロナウイルスの影響によ

り減少傾向にありましたが、令和４年には約125万人と前年から82%の増加がみられ

ます。国際定期路線の台北（桃園）線は２社が就航しており、新型コロナウイルス

の影響で運休しておりましたが、令和４年５月に運航を再開しています。 

 

 

 

第１ 基本的事項 

  １ 作成の趣旨 

平成20年3月に策定した北海道医療計画（以下、「道計画」という。）においては、計画の中

核をなす疾病・事業それぞれの医療連携体制の構築とその推進について、地域単位で保健所

が市町村、医療機関、関係団体、道民等と共に取組む必要があることから、道計画の策定に

合わせ、第二次医療圏の中心となる保健所において、地域の実情に応じた医療連携体制を構

築し、円滑に推進するための方針として、圏域ごとに「地域推進方針」を作成し、また、道

計画を平成25年3月に一部改正したことから、地域連携方針についても、平成25年度に見直

しを行いました。 

現行の地域推進方針の期間は、道計画と同様におおむね５年間としていたことから、平成

30年度を始期とする新たな北海道医療計画の策定と合わせ、第二次医療圏ごとに設置してい

る保健医療福祉圏域連携推進会議において、現行の地域推進方針における目標の達成状況や

施策の進捗状況の評価などを行い、５疾病・５事業及び在宅医療それぞれに係る医療連携体

制を構築し、道計画の目標達成を目指し、圏域内の円滑な推進を図るため、南渡島圏域にお

ける地域推進方針を作成することとしました。 

 

 

  ２ 地域推進方針の名称 

     第二次医療圏の名称を冠し、「北海道医療計画［南渡島地域推進方針］」とします。 

 

  ３ 地域推進方針の期間 

     北海道医療計画の期間に合わせ、平成35年度までの６年間とします。 

     【平成30年度～35年度までの６年間】 

 

     ただし、道計画は、在宅医療その他必要な事項については、３年ごとに調査、分析及び

評価などを行い、必要がある場合は計画を変更するものとしていますので、地域推進方針

についても同様の取扱いとします。 

 

  ４ 地域の概況 

  （１）地勢と交通 

    ア 地 勢 

     ○ 南渡島圏域は、北海道の最南端に位置し、総面積は2,670㎢で、北海道の約3.2％を

占めており、神奈川県（2,416㎢）や佐賀県（2,439㎢）と同等の面積を有しています。 

     ○ 地形は、渡島半島の西部に連立する山並みが南下して途中東西に分かれ、一方は東

走して恵山に至り、他方は西南に伸びて北海道最南端の白神岬に達していますが、中

間に横津岳・駒ヶ岳及び大千軒岳が連なっており、函館湾を中心に扇状に広がって半

島の東部は山地が海岸まで迫っています。 

     ○ 気候は、北海道の中では全般的に寒暖の差は少なく、温暖な気候であり、積雪量も

比較的少ない地域ですが、夏期の降雨量は比較的多くなっています。 

 

    イ 交 通 

    （ア）空 路 

        函館空港は年間約179万人の利用客があり、平成30年３月現在、道内３路線・道外

５路線（※1線路運休中）が就航し、国内幹線空港として重要な役割を果たしているほか、

国際定期路線は台北（桃園）線は２社が就航されています。韓国・中国への便は、

ソウル（仁川）線、天津線、杭州線、西安線が開設されたものの、現在は運休とな

っています。 

 

 

 

 

 

 

○ 時点修正、文言整理 

 

 

 

 

 

 

○ 時点修正、道医療計

画を踏まえ文言整理 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 時点修正、段落の体

裁修正 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 時点修正 

 

 

○ 文言整理 

 

 

 

 

 

 

 

○ 時点修正、文言整理 

○ 新型コロナウイル

スによる影響を追記 
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    （イ）鉄 路 

  平成28年３月26日に北海道新幹線が開業し、東京・新函館北斗間を１日10往復、

新青森・新函館北斗間、盛岡・新函館北斗間、仙台・新函館北斗間をそれぞれ１日

１往復しています。 

また、南北にＪＲ函館本線、函館市（五稜郭駅）から木古内町間を道南いさりび鉄

道が運行しています。 

    （ウ）道 路 

        南渡島圏域の道路は、函館市から放射状に延びる道路と海岸線を結ぶ道路で結ば

れていますが、主要幹線道路は国道５号線のみであり、自然災害などによる交通遮

断は救急患者の搬送に大きな影響を及ぼすことから、北海道縦貫自動車道や函館・

江差自動車道、地域高規格道路等の早期整備が望まれています。 

    （エ）航 路 

    南渡島圏域の航路は、函館と青森・大間線路が運行されており、北海道と本州を

結ぶ交通運輸の拠点としての機能を果たしています。 

 

  （２）人口の推移 

    ア 人口構造 

    （人 口） 

     ○ 令和２年国勢調査によると、南渡島圏域の総人口は35万9,223人で、北海道の総人口

522万4,614人のうち約6.9％を占めています。 

     ○ 函館市、北斗市及び七飯町の２市１町の人口を合わせると32万3,072人で、圏域総人 

口の約89.9％に達していることから、南渡島圏域では、函館市とその周辺市町に人口

が集中しているといえます。 

○ 南渡島管内の人口は昭和60年（1985年）の47万5,285人をピークに、出生数の低下などに

より減少が続き、令和32年（2050年）には、ピーク時の1985年から約24万人余りが減少す

ると推計されています。 

      【人口の推計及び将来人口推計】                 （単位：人） 

  

 

 

 

          ＊ 総務省「国勢調査」、国立社会保障・人口問題研究所「令和５年推計：2025年～2050年」  
 

 

 

    （年齢三区分別構成割合） 

     ○ 年齢三区分別構成割合では、年少人口割合（15歳未満）、生産年齢人口割合（15歳から64

歳）が減少し続け、平成7年には老年人口（65歳以上）が年少人口を上回り、平成27年には

    （イ）鉄 路 

        平成28年３月26日に北海道新幹線が開業し、東京・新函館北斗間１日10往復、新

青森・新函館北斗間、盛岡・新函館北斗間、仙台・新函館北斗間をそれぞれ１日１

往復しています。また、南北にＪＲ函館本線、函館市から木古内町間を道南いさり

び鉄道が運行しています。 

 

    （ウ）道 路 

        南渡島圏域の道路は、函館市から放射状に伸びる道路と海岸線を結ぶ道路で結ば

れていますが、主要幹線道路は国道５号線のみであり、自然災害などによる交通遮

断は救急患者の搬送に大きな影響を及ぼすことから、北海道縦貫自動車道や函館・

江差自動車道、地域高規格道路等の整備が進められています。 

    （エ）航 路 

        南渡島圏域の航路は、函館と青森・大間航路が運行されており、北海道と本州を

結ぶ交通運輸の拠点としての機能を果たしています。 

 

  （２）人口の推移 

    ア 人口構造 

    （人 口） 

○ 平成27年国勢調査では、南渡島圏域の総人口は38万1,620人で、北海道の総人口538 

万1,733人の約7.1％を占めています。  

○ 函館市、北斗市及び七飯町の２市１町の人口を合わせると34万489人で、圏域総人口

の約89.2％に達していることから、南渡島圏域では函館市とその周辺市町に人口が集

中しているといえます。 

○ 南渡島管内の人口は1985年の47万5,285人をピークに、出生数の低下などにより減少

が続き、2040年には、ピーク時の1985年から約22万人余りが減少すると推計されてい

ます。 

【人口の推計及び将来人口推計】 
（単位：人） 

   *国勢調査及び国立社会保障・人口問題研究所による推計 

 

 

 

（年齢三区分別構成割合） 

○ 年齢三区分別構成割合では、年少人口割合（15歳未満）、生産年齢人口割合（15歳か

ら64歳）が減少し続け、1995年（平成7年）には老年人口（65歳以上）が年少人口を上

 

 

 

 

○ 起点駅名の追記 

 

 

 

 

 

○ 文言整理 

 

 

 

 

 

 

 

○ 時点修正 

 

○ 時点修正 

 

 

○ 道医療計画を踏ま

え文言整理 

 

 

○ 時点修正 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 出典詳細の追記 

 

 

 

 

○ 道医療計画を踏ま

え文言整理 
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全人口に占める老年人口の割合が30％を超え、令和17年には、40％を超えると推測されて

います。 

       【年齢三区分別構成人口の推移】       （単位：人） 

  ＊ 総務省「国勢調査」、国立社会保障・人口問題研究所「令和５年推計：2025年～2050年） 

 ＊ 平成２年から令和２年は年齢不詳者が含まれるため、内訳を合計しても総人口に一致しない。 

 

    イ 世帯数 

       令和２年における南渡島圏域の世帯数は、16万8,443世帯で平成27年調査時から

3,197世帯の減少となっています。  

【市町別世帯数】           （単位：世帯） 

            * 総務省 平成27年、令和２年「国勢調査」 

 

（３）人口動態 

    ア 出生数 

  出生数は全道、南渡島圏域ともに大幅な減少傾向にあり、令和４年における南渡島

圏域の出生数は1,524人で、平成２年の出生数4,103人から2,579人（62.9％）減少して

います。 

 

回り、2015年（平成27年）には全人口に占める老年人口の割合が30％を超え、2040年

（平成52年）には、40％を超えると推測されています。 

【年齢三区分別構成人口の推移】 

  
年少人口 

（15歳未満） 
生産年齢人口 

（15～64歳未満） 
老年人口 

（65歳以上） 
総人口 

 
前回調査からの増減

 

1990年（平成２年） 83,195 309,825 62,059 455,166 ― 

1995年（平成７年） 70,975 303,388 74,252 448,644 △ 6,522 

2000年（平成12年） 59,211 287,413 89,374 436,009 △ 12,635 

2005年（平成17年） 52,226 268,591 101,375 422,302 △ 13,707 

2010年（平成22年） 49,255 260,026 117,876 427,806 5,504 

2015年（平成27年） 43,248 230,031 130,710 404,777 △ 23,029 

2020年（平成32年） 35,889 193,616 127,468 356,973 △ 47,804 

2025年（平成37年） 31,390 175,852 123,970 331,212 △ 25,761 

2030年（平成42年） 27,419 158,806 118,861 305,086 △ 26,126 

2035年（平成47年） 23,925 140,930 114,034 278,889 △ 26,197 

2040年（平成52年） 21,175 120,292 111,355 252,822 △ 26,067 

＊ 総務省（国勢調査）、国立社会保障・人口問題研究所（将来推計人口：2020年～2040年） 

＊ 平成2年～平成27年は年齢不詳者が含まれるため、内訳を合計しても総人口に一致しない。 

 

    イ 世帯数 

      平成27年における南渡島圏域の世帯数は、17万1,640世帯で平成22年調査から3,100世

帯の減となっています。 

  函館市 北斗市 松前町 福島町 知内町 木古内町 七飯町 鹿部町 森町 圏域計 

世帯数(平成27年) 123,950 18,508 3,571 2,039 2,003 2,140 11,141 1,660 6,628 171,640 

〃  (平成22年) 126,180 18,412 3,959 2,194 2,009 2,317 10,891 1,675 7,103 174,740 

  【市町別世帯数】                           （単位：人）  

＊ 総務省（平成22・27年国勢調査） 

 

（３）人口動態 

    ア 出生数 

       出生数は全道、南渡島圏域ともに大幅な減少傾向にあり、平成27年における南渡島

圏域の出生数は2,323人で、1985年（昭和60年）の出生数5,333人の５割弱まで半減し

ています。 

 

 

 

 

○ 時点修正 

 

○ 単位追記 

 

 

○ 時点修正 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
○ 出典記載の文言整

理、時点修正 

 
○ 時点修正、文言整理 

 

○ 単位修正 

 

 

 
○ 時点修正、出典記載

の変更 

 

○ 時点修正 

 

 

 

 

 

函館市 北斗市 松前町 福島町 知内町 木古内町 七飯町 鹿部町 森町 圏域計

令和２年 121,793 18,337 3,196 1,861 1,868 1,871 11,568 1,619 6,330 168,443

平成27年 123,950 18,508 3,571 2,039 2,003 2,140 11,141 1,660 6,628 171,640
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       【出生数の推移】         （単位：人） 

            ＊ 厚生労働省「人口動態調査」 

 
    イ 死亡数 

     ○ 死亡数は全道、南渡島圏域ともに年々増加傾向にあり、令和４年における南渡島圏

域の死亡数は6,231人となっています。 

     ○ 令和４年の主な死因順位として、第１位は男女ともに「がん」、第２位は男性では「心

疾患」、女性では「老衰」となっており、第３位は男性では「肺炎」、女性では「心疾

患」となっています。 

     ○ 周産期死亡数、乳児死亡数、新生児死亡数は平成２年と比べると減少傾向にあり、

令和４年では周産期死亡数が６人、乳児死亡数が２人、新生児死亡数が２人となって

います。 

       【死亡数の推移】         （単位：人） 

            ＊ 厚生労働省「人口動態調査」 

 

       【令和４年の南渡島圏域における主な死因の割合（男女別）】 

           ＊ 厚生労働省 令和４年「人口動態調査」 

 

 

 

 

 

  【出生数の推移】                           （単位：人） 

 1985年 

昭和60年 

1990年 

平成2年 

1995年 

平成7年 

2000年 

平成12年 

2005年 

平成17年 

2010年 

平成22年 

2015年 

平成27年 

出生数（南渡島） 5,333 4,103 3,705 3,329 2,880 2,634 2,323 

〃 （全道） 66,413 54,428 49,950 46,780 41,420 40,158 36,695 

 

 

 

 
   ＊ 人口動態統計 
 

    イ 死亡数 

     ○ 死亡数は全道、南渡島圏域ともに年々増加傾向にあり、平成27年における南渡島圏

域の死亡数は5,308人となっています。 

     ○ 主な死因順位として、第1位が「がん」、第２位が「心疾患」、第３位が「肺炎」、 

      そして第４位が脳血管疾患です。 

 

     ○ 周産期死亡数、乳児死亡数、新生児死亡数は、昭和60年と比べると減少傾向にあり、

平成22年では周産期死亡数が12人、乳児死亡数が12人、新生児死亡数が４人となって

います。 

   【死亡数の推移】                         （単位：人） 

 1985年 

昭和60年 

1990年 

平成2年 

1995年 

平成7年 

2000年 

平成12年 

2005年 

平成17年 

2010年 

平成22年 

2015年 

平成27年 

死亡数（南渡島） 3,546 3,571 3,980 4,176 4,571 4,920 5,308 

〃 （全道） 34,314 36,720 40,678 43,407 49,982 55,404 60,667 
    ＊ 人口動態統計 
 

 【平成26年の主な死因の割合（男女別）】 

    ＊平成27年度道南地域保健情報年報 

 

 

 

 

 

 

○ 出典記載の変更 

 

 
○ 時点修正 

 

○ 時点修正 

 

 

○ 時点修正 

 

 

 

 

 

 

 

○ 出典元の追記 
 

○ 時点修正、文言整理 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 出典記載方法の変

更 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２年 平成７年 平成12年 平成17年 平成22年 平成27年 令和２年 令和４年

南渡島 4,103 3,705 3,329 2,880 2,634 2,323 1,744 1,524

全道 54,428 49,950 46,780 41,420 40,158 36,696 29,523 26,407

平成２年 平成７年 平成12年 平成17年 平成22年 平成27年 令和２年 令和４年

南渡島 3,571 3,980 4,176 4,571 4,920 5,308 5,408 6,231

全道 36,720 40,678 43,407 49,982 55,404 60,667 65,078 74,437
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       【南渡島圏域における周産期死亡数・乳児死亡数・新生児死亡数】 （単位：人） 

＊ 厚生労働省「人口動態調査」 

 

 
 

 

    ウ 平均寿命 

令和２年の南渡島圏域の各市町の平均寿命は、男女ともに全国及び全道平均を下回

っていますが、平成27年調査時よりも一部を除き平均寿命が延びている傾向にありま

す。 

       【市町別平均寿命（男女別）】        （単位：歳） 

         ＊ 厚生労働省 平成27年、令和２年「生命表」、北海道保健福祉部「簡易生命表」  

 

（４）患者の受療動向等 

    ア 患者の受療動向 

       令和４年４月～令和５年３月の診療分国民健康保険患者のレセプト分析によると、

南渡島圏域の入院自給率は97.62％、外来受給率は98.75％と圏域内でほぼ完結されて

います。 

       なお、南渡島圏域内では入院、外来ともに函館市内の医療機関への比率が高くなっ

ています。 

【入院患者・外来患者の受療行動】＊１（単位：％） 

 

 

 

 

 

 

   【周産期死亡数・乳児死亡数・新生児死亡数】 

 1985年 

昭和60年 

1990年 

平成2年 

1995年 

平成7年 

2000年 

平成12年 

2005年 

平成17年 

2010年 

平成22年 

2015年 

平成27年 

周産期死亡数 43 30 25 17 17 12 10 

乳児死亡数 37 19 14 10 12 12 3 

新生児死亡数 23 11 7 5 8 4 2 

     

 

 

 

 

 

＊ 人口動態統計 
 

    ウ 平均寿命 

       平成27年の南渡島圏域の各市町の平均寿命は、男性では全国平均を下回り、全道平

均でも下回る市町が多いですが、女性では全道・全国を上回る町もあり、男女ともに

平成22年調査時より平均寿命が伸びている傾向にあります。 

男性 函館市 北斗市 松前町 福島町 知内町 木古内町 七飯町 鹿部町 森 町 全道 全国 

平成27年 79.4 79.4 79.4 79.7 80.1 79.8 80.3 80.1 79.0 80.24 80.79 

平成22年 77.5 78.2 78.6 78.8 78.4 78.9 79.1 78.6 78.2 79.20 79.64 

【市町別平均寿命】                      （単位：歳） 

 

女性 函館市 北斗市 松前町 福島町 知内町 木古内町 七飯町 鹿部町 森 町 全道 全国 

平成27年 85.9 85.9 85.9 85.8 87.0 86.5 87.1 86.7 86.4 86.74 87.05 

平成22年 85.3 86.0 86.3 85.3 86.9 86.5 86.6 85.9 86.0 86.16 86.39 

                                    （単位：歳） 

   ＊ 厚生労働省生命表（平成22年、平成27年）、北海道保健福祉部簡易生命表  
 

  （４）患者の受療動向等 

    ア 患者の受療動向 

      平成27年4月～平成28年3月診療分国民健康保険患者のレセプト分析によると、南渡島

圏域の入院自給率は98.09％、外来自給率は99.52％と圏域内でほぼ完結されています。 

 

      なお、南渡島圏域内でも入院、外来ともに函館市の比率が高くなっています。 

 

 圏域内自給率 各流出先圏域の構成比 

入 院 98.09 ％ 札 幌（1.25%） 北渡島檜山（0.46%） 西胆振（0.12%） その他（0.08%） 

外 来 99.52 ％ 札 幌（0.34%） 南檜山（0.05%） 北檜山渡島（0.03%） その他（0.06%） 

  【入院患者・外来患者の受療動向】＊１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 文言整理、単位の追  

 記 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 出典記載方法の変  

 更 

 

 

○ 時点修正、文言整理 

 

○ 文言整理 

 

 

 
 

 

 

 
 

○ 出典記載方法の変  

 更 

 

○ 時点修正 

 
○ 文言整理 

 
○ 単位の追記 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２年 平成７年 平成12年 平成17年 平成22年 平成27年 令和２年 令和４年

周産期死亡数 30 25 17 17 12 10 9 6

乳児死亡数 19 14 10 12 12 3 5 2

新生児死亡数 11 7 5 8 4 2 4 2

男性 函館市 北斗市 松前町 福島町 知内町 木古内町 七飯町 鹿部町 森町 南渡島 全道 全国

令和２年 79.3 80.4 79.9 80.1 80.9 80.8 80.5 80.1 80.3 80.3 81.0 81.6

平成27年 79.4 79.4 79.4 79.7 80.7 79.8 80.3 80.1 79.0 79.8 80.2 80.8

女性 函館市 北斗市 松前町 福島町 知内町 木古内町 七飯町 鹿部町 森町 南渡島 全道 全国

令和２年 86.3 86.4 86.4 86.9 86.9 86.9 86.9 86.9 85.9 86.6 87.4 87.7

平成27年 85.9 85.9 85.9 85.8 87.0 86.5 87.1 86.7 86.4 86.4 86.7 87.1
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     【各市町入院自給率】＊１ 

     【各市町外来自給率】＊１ 

         ＊１ 北海道医療データ分析センター「医療計画作成支援データブック」（令和４年度受療動向） 

 

    イ １日平均外来患者数 

       令和４年の南渡島圏域における人口10万人あたりの１日平均外来患者数は1,226.3

人（全国：945.9人、全道：1,277.2人）となっています。このうち「一般病院」では

1,215.7人（全国：901.7人、全道：1,207.0人）となっており、全国及び全道平均値を

上回っています。 
          ＊ 「一般病院」･･･精神病床のみを有する「精神科病院」以外の病院を指す。  

          ＊ 厚生労働省 令和４年「病院報告」及び令和２年「国勢調査」に基づき算出。  

 

    ウ １日平均在院患者数 

令和４年の南渡島圏域における人口10万人あたりの１日平均在院患者数を病床の種

類別みると「一般病床」は839.3人（全国：502.0人、全道：693.3人）、「療養病床」

は285.9人（全国：200.4人、全道328.9人）となっており、「一般病床」では全国及び

全道の平均値を上回っています。 
          ＊ 厚生労働省 令和４年「病院報告」及び令和２年「国勢調査」に基づき算出。  

 

    エ 病床利用率 

       令和４年の南渡島圏域における全病床の病床利用率は74.4％（全国：75.3％、全道：

73.3％）で全道平均値を上回っています。病床の種類別では「一般病床」は68.5％（全

国：69.0％、全道65.5％）、「療養病床」は85.1％（全国：83.3％、全道：84.7％）

と、どちらも全道の平均値を上回っています。 
    ＊ 厚生労働省 令和４年「病院報告」 
 

    オ 病床種類別の平均在院日数 

       令和４年の南渡島圏域における病院の平均在院日数は30.5日（全国：27.3日、全道：

31.4日）で全国平均値を上回っていますが、全道平均値は下回っています。病床の種

類別では「一般病床」は18.1日（全国：16.2日、全道：17.6日）、「療養病床」は141.7

日（全国：126.5日、全道：181.2日）で、「一般病床」及び「療養病床」ともに全国

平均値を上回っています。 
 ＊ 厚生労働省 令和４年「病院報告」 

 

 

 (各市町入院自給率)＊１ 

市区町村名 函館市 北斗市 松前町 福島町 知内町 木古内町 七飯町 鹿部町 森 町 北渡島 札幌 その他 

函館市 96.46%      2.33%  0.14% 0.33% 0.63% 0.11% 

北斗市 91.53%      7.37%  0.60% 0.31% 0.15% 0.04% 

松前町 52.84%  44.81%   0.15% 2.20%      

福島町 65.49%  11.13%   23.15% 0.23%      

知内町 54.36%     41.33% 3.79%  0.52%    

木古内町 46.40%     53.60%       

七飯町 74.59%      22.91%  1.73% 0.39% 0.06 0.31% 

鹿部町 77.55%      8.24% 9.88% 4.33%    

森町 54.34%      3.14%  41.91% 0.48%  0.13% 

 

（各市町外来自給率）＊１ 

市区町村名 函館市 北斗市 松前町 福島町 知内町 木古内町 七飯町 鹿部町 森町 南檜山 北渡島檜山 札幌 その他 

 函館市 98.28% 0.76% 0.01% 0.01%  0.01% 0.55% 0.06% 0.02% 0.01% 0.01% 0.25% 0.03% 

 北斗市 43.07% 53.78% 0.00% 0.01%  0.23% 2.60% 0.04% 0.03% 0.01% 0.01% 0.13% 0.09% 

 松前町 17.98% 0.79% 63.87% 16.11% 0.02% 0.06% 0.13% 0.03%  0.92%  0.09%  

 福島町 23.28% 2.33% 7.92% 60.26% 2.81% 2.96% 0.31%   0.04%  0.09%  

 知内町 25.68% 5.05%  0.39% 11.50% 57.10% 0.19%     0.09%  

 木古内町 25.48% 5.45%   0.45% 68.00% 0.55%     0.07%  

 七飯町 45.85% 2.81%    0.01% 50.99% 0.05% 0.06%  0.01% 0.22%  

 鹿部町 37.48% 3.40%     6.90% 43.24% 8.88% 0.06%  0.03% 0.01% 

 森町 24.31% 0.75%     4.22% 0.10% 70.16%  0.25% 0.21%  
  ＊１「医療計画作成支援データブック」（平成28年度受療動向） 
 

 

    イ １日平均外来患者数 

平成27年の南渡島圏域における人口10万対１日平均外来患者数は1,392.2人（全国：

1,075.3人、全道：1,444.8人）でこのうち「一般病院」は1,299.1人(全国：1,030.人、

全道：1,373.0人)となっており、全国平均値を上回ってますが、全道平均値を若干下回

る値となっています。 

 

 

    ウ １日平均在院患者数 

平成27年の南渡島圏域における人口10万対１日平均在院患者数を病床の種類別にみ

ると「一般病床」は836.7人（全国：527.2人、全道：725.3人）、「療養病床」は282.0人

(全国：229.7人、全道：363.2人)となっており、一般病床は全国、全道の平均値を上回

っています。 
        ＊平成27年「病院報告」（厚生労働省）及び平成27年国勢調査に基づき算出  

 

    エ 病床利用率 

平成28年の南渡島圏域における全病床の病床利用率は79.2％（全国：80.1％、全道： 

79.1％）で全国、全道の平均値とほぼ変わらず、病床の種類別では「一般病床」は74.5％

（全国：75.2％、全道：73.7％）、「療養病床」は88.4％（全国：88.2％、全道： 

86.1％）で「療養病床」の利用率が若干高い傾向にあります。 
 

 
     オ 病床種類別の平均在院日数 

平成28年の南渡島圏域における病院の平均在院日数は30.5日（全国：28.5日、全道： 

32.1日）で全国平均値より若干高いが、全道平均値は下回っており、病床の種類別では

「一般病床」は17.5日（全国：16.2日、全道：17.5日）と全道平均値と同値で、「療養

病床」は162.4日（全国：152.2日、全道：215.6日）で「療養病床」の在院日数は全道

平均値より大きく下回っています。 
 

 

 

○ 文言整理 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 文言整理 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 時点修正、出典元追 

 記 

 
○ 時点修正、文言整理 

 

 

○ 一般病院の注釈・出

典の追記 

 

 

○ 時点修正、文言整理 

 
 

 

 

 
 

○ 時点修正 

 

 

 

○ 出典の追記 

 

 

○ 時点修正、文言整理 

 

 

 

 

○ 出典の追記 
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  （５）医療提供体制 

    ア 病院 

     ○ 南渡島圏域の病院数は減少傾向にあり、令和４年10月１日現在で33か所となってい

ます。 

  なお、病院は北斗市、福島町、知内町及び鹿部町にはありません。 

     ○ 病床数も年々減少しており、令和４年10月１日現在で総数6,962床となっています。 

      【病院数の推移】        （単位：か所） 

           ＊ 厚生労働省「医療施設調査」及び地域保健情報年報 

 

 

      【病床数の推移】         （単位：床） 

           ＊ 厚生労働省「医療施設調査」及び地域保健情報年報 

           ＊ 「伝染病床」は、「感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する法律」が施行され「感染症病床」に改められた。 

           ＊ 一般病床には、旧「その他の病床」（療養型病床群を除く）を含む。 

           ＊ 病院の療養病床には、旧療養型病床群を含む。 

 
       【開設者別病院数（令和４年10月１日現在）】    （単位：か所） 

           ＊ 令和４年「地域保健情報年報」 

           ＊ 公的病院は、「医療法第31条に規定する公的医療機関の開設者を定める告示」（昭和26 年厚生省告示167 号）の規定に基づく

施設を指す。 

           ＊ 公的病院欄からは、自治体病院を除く。 

 

    イ 診療所 

     ○ 一般診療所数は、令和４年10月１日現在で、有床無床合わせて270か所となってお

り、有床、無床ともに減少傾向にあります。 

 

       【診療所数の推移】        （単位：か所） 

           ＊ 北海道保健統計年報 

           ＊ 厚生労働省「医療施設調査」 

 

     ○ 歯科診療所数は、令和４年10月１日現在で163か所となっており、緩やかに減少して

います。 

      【歯科診療所数の推移】       （単位：か所） 

           ＊ 北海道保健統計年報 

           ＊ 厚生労働省「医療施設調査」 

 
    ウ 助産所 

       助産所数は令和３年10月１日現在で３か所となっています。 

       【助産所数の推移】       （単位：か所） 

           ＊ 北海道保健統計年報 

（５）医療提供施設 

ア 病院 

○  南渡島圏域の病院数は減少傾向にあり、平成27年10月１日現在で36か所となってい

ます。 

 

○ 病床数も年々減少しており、平成27年10月１日現在で総数7,307床となっています。 

          【病院数の推移】                                          （単位：か所） 

 平成2年 平成7年 平成12年 平成17年 平成22年 平成23年 平成24年 平成25年 平成26年 平成27年 

病院数 47 46 44 41 38 38 36 36 36 36 
＊ 北海道保健統計年報    

   
   

【病床数の推移】                                              （単位：床） 
病床種別 平成2年 平成7年 平成12年 平成17年 平成22年 平成23年 平成24年 平成25年 平成26年 平成27年 
精神病床 1,733 1,898 1,903 1,789 1,893 1,893 1,893 1,843 1,792 1,792 

結核病床 242 242 112 80 40 40 40 40 40 40 

感染症病床 65 55 14 6 6 6 6 6 6 6 

療養病床 － － 1,215 1,795 1,362 1,285 1,242 1,242 1,242 1,242 

一般病床 6,974 6,583 5,177 4,496 4,291 4,350 4,310 4,263 4,241 4,227 

総 数 9,014 8,778 8,421 8,166 7,592 7,574 7,491 7,393 7,321 7,307 
＊ 北海道保健統計年報 

＊ 「伝染病床」は、「感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する法律」が施行され「感染症病床」  に改められた。  

＊ 一般病床には、旧「その他の病床」（療養型病床群を除く）を含む。  

＊ 病院の療養病床には、旧療養型病床群を含む。 

 

開設者 国 道 市町村 公的病院 医療法人 その他の法人 合計 

病院数 1 0 6 2 22 5 36 

    【開設者別病院数】                              （単位：か所） 

 

 
 

＊ 北海道保健統計年報（平成27年） 

＊ 公的病院欄からは、自治体病院を除く。 

 
 

イ 診療所 

○  一般診療所数は、平成27年10月１日現在で、有床無床合わせて287か所となってお

り、総数としては近年横ばいの傾向にありますが、平成2年以降、有床診療所は減少、

無床診療所は増加の傾向にあります。 
                                                             （単位：か所） 

 平成2年 平成7年 平成12年 平成17年 平成22年 平成23年 平成24年 平成25年 平成26年 平成27年 

有床診療所 120 104 89 64 44 42 39 38 33 39 

無床診療所 174 204 231 254 264 258 254 251 254 248 

総 数 294 308 320 318 308 300 293 289 287 287 
＊ 北海道保健統計年報 

 

     ○ 歯科診療所数は、平成27年10月１日現在で176か所となっており、平成12年以降緩や

かに減少しています 

【歯科診療所数の推移】                          （単位：か所） 

 平成2年 平成7年 平成12年 平成17年 平成22年 平成23年 平成24年 平成25年 平成26年 平成27年 

歯科診療所 168 185 201 199 190 186 182 180 176 176 
  ＊ 北海道保健統計年報 
     

 

ウ 助産所 

       助産所数は平成27年10月１日現在で1か所となっています。 

 【助産所数の推移】                            （単位：か所） 

 平成2年 平成7年 平成12年 平成17年 平成22年 平成23年 平成24年 平成25年 平成26年 平成27年 

助産所 3 1 2 2 1 1 1 1 1 1 
  ＊ 北海道保健福祉部地域医療課医務薬務課調 

 

 

○ 時点修正 

 

○ 圏域内無病院市町

の追記 

 

 

○ 出典の追記、記載方 

法の変更 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 出典記載方法の変  

 更 

 

 

○ 調査時点の追記 

 

 

○ 出典記載の変更、公

的病院の注釈追記 

 
 
 

○ 時点修正 

 

 

○ 表題の追記 

 

 

 

 
○ 出典元の変更 

○ 時点修正 

 

 

 

 

○ 出典元の変更 

 

 

 

○ 時点修正 

 

 
 

○ 出典元の変更 

開設者 国 道 市町村 公的病院＊ 医療法人 その他法人 合計

病院数 1 0 6 2 20 4 33

平成12年 平成17年 平成22年 平成27年 平成28年 平成29年 平成30年 令和元年 令和２年 令和３年

助産所 2 2 1 1 2 2 2 2 2 3

平成12年 平成17年 平成22年 平成27年 平成28年 平成29年 平成30年 令和元年 令和２年 令和３年 令和４年

病院数 44 41 38 36 36 36 36 34 33 33 33

平成12年 平成17年 平成22年 平成27年 平成28年 平成29年 平成30年 令和元年 令和２年 令和３年 令和４年

有床診療所 89 64 44 39 38 34 33 29 25 25 23

無床診療所 231 254 264 248 249 246 249 252 248 248 247

総　数 320 318 308 287 287 280 282 281 273 273 270

平成12年 平成17年 平成22年 平成27年 平成28年 平成29年 平成30年 令和元年 令和２年 令和３年 令和４年

歯科診療所 201 199 190 176 175 172 173 170 164 164 163
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    エ 薬局 

       薬局数は、令和３年10月１日現在で216か所となっており、医療分業の推進に伴い一

時増加傾向にありましたが、平成22年以降は微減しています。 

  なお、令和６年４月１日現在、無薬局市町はありません。 

       【薬局数の推移】        （単位：か所） 

           ＊ 北海道保健統計年報 

 
 

    オ 訪問看護事業所 

       訪問看護事業所数は年々増加傾向にあり、令和５年４月１日現在では訪問看護ステ

ーション数が46か所、保険医療機関のみなし指定事業所数は213か所となっています。 

       【訪問看護ステーション数の推移】      （単位：か所） 

           ＊ 北海道渡島保健所調べ 

 

  【保険医療機関のみなし指定事業所数の推移】    （単位：か所） 

           ＊ 北海道渡島保健所調べ 

 

 
  （６）医療従事者の年次推移 

    ア 医師、歯科医師、薬剤師の状況 

       医師については増加傾向が見られますが、歯科医師、薬剤師については近年横ばい

傾向にあります。 

【医師・歯科医師・薬剤師の状況（各年末現在）】     （単位：人） 

           ＊ 北海道保健統計年報、厚生労働省「医師・歯科医師・薬剤師統計（旧 医師・歯科医師・薬剤師調査）」  

 

 

 

 

 

    イ 看護師、准看護師の就業者数の状況 

       看護師の就業者数は増加傾向にありますが、准看護師は平成18年以降、減少傾向が

見られます。 

    エ 薬局 

      薬局数は、平成27年10月１日現在で221か所となっており、医薬分業の推進に伴い増加

傾向にありましたが、平成22年以降は微減となっています。 

 

 【薬局数の推移】                             （単位：か所） 

 平成2年 平成7年 平成12年 平成17年 平成22年 平成23年 平成24年 平成25年 平成26年 平成27年 

薬 局 97 126 167 187 229 226 225 227 223 221 
  ＊ 北海道保健統計年報 

 

    オ 訪問看護ステーション 

       訪問看護ステーション数は、平成29年10月１日現在で34か所となっており増加傾向

にあります。 

【訪問看護ステーション数の推移】                     （単位：か所） 

 平成12年 平成17年 平成22年 平成23年 平成24年 平成25年 平成26年 平成27年 平成28年 平成29年 

助産所 9 11 20 22 23 24 24 27 32 34 
  ＊ 北海道保健福祉部福祉局施設運営指導課調及び北海道渡島保健所調  

 

 

 

 

 

  （６）医療従事者の年次推移 

    ア 医師、歯科医師、薬剤師の状況 

       医師、歯科医師については近年横ばい傾向にありますが、薬剤師については平成10

年から増加が続いています 

【医師・歯科医師・薬剤師の状況】                      （単位：人） 

 平成10年 平成12年 平成14年 平成16年 平成18年 平成20年 平成22年 平成24年 平成26年 平成28年 

医師数 816 845 850 877 901 907 908 904 878 905 

歯科医師数 215 227 236 244 255 252 244 232 232 228 

薬剤師数 597 630 639 675 728 743 753 757 772 782 
    ＊ 北海道保健統計年報、医師・歯科医師・薬剤師調査 

    * 「医師・歯科医師・薬剤師調査」（各年12月末現在）による  

 

    イ 看護師、准看護師の状況 

       看護師は増加傾向にあり、平成10年以降増加傾向にありますが、准看護師はほぼ横

ばい状態で、この近年はやや減少傾向が見られます。 

 

 

○ 時点修正 

 

○ 圏域内無薬局市町

の状況の追記 

 

 

 
 

○ 道医療計画を踏ま

え文言整理、収集デー

タの追加、時点修正 

 

 

○ 出典元の変更 

 

○ 道医療計画を踏ま

え収集データーの追

加 

 

 

 
 
 
 

○ 時点修正 

 

○ 調査時点の追記 

 

 

 

○ 出典元の変更 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 出典元の変更 

 
 

○ 文言整理、時点修正 

 

 

 

平成12年 平成17年 平成22年 平成27年 平成28年 平成29年 平成30年 令和元年 令和２年 令和３年

薬　局 167 187 229 221 219 220 221 219 216 216

平成12年 平成17年 平成22年 平成27年 平成30年 令和元年 令和２年 令和３年 令和４年 令和５年

訪問看護
ステーション数

12 12 20 27 35 35 36 38 43 46

平成12年 平成17年 平成22年 平成27年 平成30年 令和元年 令和２年 令和３年 令和４年 令和５年

保険医療機関の
みなし指定事業所数

167 210 163 187 193 195 207 208 211 213

平成16年 平成18年 平成20年 平成22年 平成24年 平成26年 平成28年 平成30年 令和２年 令和４年

医師数 877 901 907 908 904 878 902 884 921 925

歯科医師数 244 255 252 244 232 232 228 233 229 228

薬剤師数 675 728 743 753 757 772 782 801 783 797



- 9 - 

 

       【看護師・准看護師の就業者数の状況（各年末現在）】    （単位：人） 

           ＊ 道南地域保健情報年報及び道保健福祉部医務薬務課調べ  

 

    ウ 保健師、助産師の就業者数の状況 

       保健師・助産師ともに就業者数は近年、増加傾向が見られます。 

       【保健師、助産師の就業者数の状況（各年末現在）】    （単位：人）  

           ＊ 北海道保健統計年報「看護師等従事者届」（各年12月末現在）及び道保健福祉部医務薬務課調べ 
 

 

    エ 歯科衛生士の就業者数の状況 

歯科衛生士の就業者数は近年、増加傾向が見られます。 

【歯科衛生士の就業者数の状況】        （単位：人） 

             

 

 

 

 

【看護師・准看護師の状況】                         （単位：人） 

 平成10年 平成12年 平成14年 平成16年 平成18年 平成20年 平成22年 平成24年 平成26年 平成28年 

看護師数 2,380 2,584 2,785 3,016 3,185 3,411 3,721 4,020 4,300 4,505 

准看護師数 2,220 2,177 2,166 2,233 2,243 2,185 2,130 2,077 1,955 1,824 

      ＊「看護師等従事者届」（各年12月末現在）による 
 

    ウ 保健師、助産師の状況 

       保健師数は近年増加傾向が見られますが、助産師はほぼ横ばい状態です。 

【保健師、助産師の状況】                     （単位：人） 
 平成10年 平成12年 平成14年 平成16年 平成18年 平成20年 平成22年 平成26年 平成28年 

保健師数 137 148 143 131 148 148 158 151 178 

助産師数 65 61 60 66 64 73 70 82 73 

       ＊北海道保健統計年報「看護師等従事者届」（各年12月末現在）による 

 
    エ 歯科衛生士の状況 

      歯科衛生士の数はほぼ横ばい状態にあります。 

      【歯科衛生士の状況】     （単位：人） 

 平成20年 平成22年 平成24年 平成26年 

歯科衛生士 435 454 431 454 

○ 文言整理、調査時点

の追記 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

○ 出典元の変更 
 

 

○ 文言整理、時点修正 

○ 調査時点の追記 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 出典元の追加 

 

 

 

○ 文言整理、時点修正 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成16年 平成18年 平成20年 平成22年 平成24年 平成26年 平成28年 平成30年 令和２年 令和４年

看護師数 3016 3185 3411 3721 4020 4300 4505 4656 4804 4816

准看護師数 2233 2243 2185 2130 2077 1955 1824 1706 1505 1307

平成16年 平成18年 平成20年 平成22年 平成24年 平成26年 平成28年 平成30年 令和２年 令和４年

保健師数 131 148 148 158 166 151 178 177 183 183

助産師数 66 64 73 70 77 82 73 90 92 93

平成20年 平成22年 平成24年 平成26年 平成28年 平成30年 令和２年

歯科衛生士数 435 454 431 454 456 505 514
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＊ 北海道保健統計年報 

   オ 主な病院従事者の状況 

理学療法士の人数は増加傾向にあり、令和２年では平成26年と比較して67.1人

（27.3％）の増加となっている一方で、作業療法士、診療放射線技師、視能訓練士、言

語聴覚士は平成30年以降、人数の減少が見られます。 

  【主な病院従事者の人数】        （単位：人） 

＊ 北海道保健統計年報 

            ＊ 各年10月１月現在の数値であり、常勤換算後の人数。 

       ＊北海道保健統計年報 
 
 

    オ 主な病院従事者の状況 

      理学療法士、作業療法士、管理栄養士及び言語聴覚士は増加傾向にあり、平成26年で

は平成20年と比較して理学療法士129.2人（110.4%）、作業療法士81.8人（94.5%）、管理

栄養士9.9人（15.5%）、言語聴覚士23.8人（56.7%）の増加となっています  

                                （単位：人） 

 平成20年 平成22年 平成24年 平成26年 

理学療法士 117.0 176.3 207.0 246.2 

作業療法士 86.6 119.0 134.2 168.4 

管理栄養士 63.9 66.1 72.0 73.8 

栄養士 7.8 9.8 4.8 7.0 

診療放射線技師 157.5 165.7 169.2 177.7 

視能訓練士 19.0 18.0 17.0 20.0 

言語聴覚士 42.0 57.7 60.8 65.8 

 

 

 

 

 

 

 
        ＊ 北海道保健統計年報 

             ＊ 各年10月１日現在の数値であり、常勤換算後の人数です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

○ 時点修正 

 

 

○ 表題の追記 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 文言整理 

平成26年 平成28年 平成30年 令和２年

理学療法士 246.2 278.7 293.9 313.3

作業療法士 168.4 198.0 208.1 190.7

管理栄養士 73.8 75.8 76.0 70.2

栄養士 7.0 4.0 7.8 8.6

診療放射線技師 177.7 178.9 186.6 161.6

視能訓練士 20.0 19.6 19.6 13.6

言語聴覚士 65.8 77.8 76.0 65.6


